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1. エネルギー分野のビッグデータと

その活用

1.1 はじめに 

データマイニングやビッグデータなどのキーワードに象

徴されるように，データ活用の有効性が注目され，実際にビ

ッグデータを活用している事例も見られるようになってい

る(1)。一方で，取得はしたものの，十分に活用されていない

データも多数存在する。この事情は，エネルギー分野でも同

様である。エネルギー分野にはどのようなデータがどこに

存在するのか，今後どのようなデータが取得されようとし

ているのか，それらをどのように活用できるのかを調査す

ることで，エネルギー分野におけるデータの有効利用に貢

献できると考えられる。 
電気学会 電子・情報・システム部門では，まず，2011年

5月に「エネルギー計測・データ活用技術調査専門委員会」
が発足し，以降 3年間に亘って，工場・ビル・住宅などのエ
ネルギー消費とその計測システムについての調査を実施し

た。エネルギー関連データについて，誰が，何を，どのよう

に計測しているか，それをどのように活用しているかを，体

系的に整理することを目的とした調査である。その結果と

して，①スマートメータや現場向け測定機器の開発・導入動

向，②エネルギー供給者ならびに利用者によるエネルギー

関連データの計測状況，③「見える化」やそこからさらに踏

み込んだ「見せる化」，「分かる化」の重要性が整理された(2)。

一方で，得られた大量のデータを活用する，あるいは，活用

できるという段階には至っていないことも明らかにされ

た。エネルギー分野に大量のデータは存在するものの，主と

して資源（人，設備，ノウハウ，情報，資金）の不足が阻害

要因となり，十分には活用できていないのが実情である。 
上記を踏まえ，2014 年 10 月に，「エネルギー分野に関わ

るビッグデータならびにその利用技術調査専門委員会」を

発足させた。この委員会は，エネルギー分野に直接的あるい

は間接的に関係するビッグデータについて，どのようなデ

ータが，どのような形で，どこに存在するのか，また，これ

らのデータをどのように活用しているのか，活用できるの

かを調査し，体系的に整理することを目的としたものであ

る。本報告書では，当該委員会の調査活動を通じて得られた

知見を紹介する。なお，本報告書における用語の定義や判断

基準などは，上記委員会にて定めた方針に従うものとした。 

1.2 本報告書におけるビッグデータの定義 

1.2.1 一般的なビッグデータの定義 
データの量のみに着目して，数十テラバイトから数ペタ

バイト規模のデータをビッグデータとすることがある(3)。た

1 数値は 2012 年頃のもので，2020 年には数百エクサバイトから数ゼタバイト規模に到達すると予想されている。なお，1 [petabyte] は 250 [byte]，1 [exabyte] は
260 [byte]，1 [zettabyte] は 270 [byte] である。 

だし，この定義は，データの取得・蓄積・処理・解析・管理

に用いるハードウェア・ソフトウェアに依存する。エネルギ

ー分野に限らず，データの用途によって必要なデータの種

類やその多様性，取得頻度は異なることから，一概に量のみ

で議論することは難しい1。 
これに対して，ビッグデータを論ずる際には，“datasets 

whose size is beyond the ability of typical database software tools 
to capture, store, manage and analyze” （ McKinsey Global 
Institute，2011）(4)，すなわち，既存のデータベース管理シス

テムでは扱うことのできない程度に大量のデータという定

義を引用することが多い。また，Doug Laney によって提案
された 3D Data Management を元に，ビッグデータを定義す
ることも多い。3D Data Management とは，“Controlling Data 
Volume, Velocity, and Variety”（META Group，2001）(5)，つま

り，Volume（データの量）・Variety（データの種類）・Velocity
（データの取得頻度）という三つの V に基づいて，データ

を管理するという考え方である。これを元にした定義とし

ては，“a phenomenon that is a result of the rapid acceleration and 
exponential growth in the expanding volume of high velocity, 
complex and diverse types of data” （ The TechAmerica 
Foundation，2012）がある(6), (7)。これらは，3D Data Management
で示された三つの V のいずれか，あるいは，全てが大きい

ことを，ビッグデータの特徴としている。データの取得頻度

や取得するデータの多様性をはじめとした要因により，管

理や処理が容易ではなくなったデータの集まりを，ビッグ

データと捉えるものである。3V に Veracity（データの正確
さ）や Value（データの価値）を加えて四つ以上の V で定義
することもある(8)。例えば，Kevin Finkが指摘するように，
“it is not uncommon to be handed a dataset without a lot of 
information as to where it came from, how it was collected, what 
the fields mean, and so on”（O’REILLY, 2013）(9)，すなわち，

データの正確性を担保するための前提にリスクが存在する

ことも事実であり，これを考慮する指標を四つ目の V とし

て捉えるものである。 

1.2.2 本報告書でのビッグデータの定義 
1.1 節で示した通り，エネルギー計測・データ活用技術調

査専門委員会の活動により，大量のデータの存在，または，

それらの存在可能性は確認されている。しかしながら，現時

点でそれらをビッグデータとして活用していると明示した

報告は，それほどは確認できていない。多くの場合，大量の

データを取得・蓄積するための環境，取得・蓄積したデータ

を活用するための環境を整えている段階という印象を受け

る。このため，エネルギー関連のビッグデータを考える際

は，現時点におけるデータの量の多寡ではなく，近い将来も

含め，前述の 3V（または 4V など）の考え方と同様に，デ

ータの種類やデータの取得頻度も重要な指標となる。ここ
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